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 陳情第250号（８.10.13） 

 公立保育所の整備・拡充を求める陳情 

陳 情 の 要 旨 １.老朽化が進む公立保育所の整備計画を立てて、公立保育所のまま

残すこと。 

２．拙速な「公立保育所の再編」ではなく、「子供の権利」を代弁

する保護者の声を聴くこと。 
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神戸市議会議長 横畑和幸様

2 0 2 6年10月 13日

神戸市保育運動連絡会

代表佐藤知恵（い名
.-:!") 

｀ 
神戸市中央区

公立保育所の整備・拡充を求める陳情書

（陳情趣旨］

私たちは、神戸市に住むすべての子どもたちが健やかに育つことを願い、運動をすすめ

ています。 9月14日、神戸市より「公立保育所の再緬について」の報告を受け、神戸市保

育運動連絡会では公立保育所の整備・充実で保育政策を実施していただきたいと考えてい

ます。公立保育所は、自治体が保育所運営にも保育内容にも直接責任を持つことで神戸市

の保育水準を図る上でも重要な施設です。直接運営に責任を持つ公立施設であればこそ、

地域の子育て支援や様々なハンデイを持った家庭への支援など、今子育てに必要な政策を

すくに実現できる重要な場所です。保護者からは、 「公立には公立の良さがあり、第一に

子どもファーストが伝わってきます。地域に公立保育所がなくなるということは、グレー

ゾーンで苦しんでいる子どもや外国籍の子ども、医療が必要な子ども、生活のために働か

ないといけない家庭は、どうすればよいのでしょうか？」との声が届いています。早急な

公立保育所の廃止・民間移管は、このような保護者の声を踏みにじることです。需給バラ

ンスという数字上だけではなく、子育てしやすい街神戸として、子どもの最善の利益を大

切にした公立施設の充実で行っていただきたいと願い以下のことを陳情します。

［陳情項目］

1 . 老朽化が進む公立保育所の整備計画を立てて、公立保育所のまま残してください。

2. 拙速な「公立保育所の再編」ではなく、 「子どもの権利」を代弁する保護者の声を聞

いてください。


